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現
在
の
生
活
の
中
で
は
、電
力
や
都
市
ガ
ス・Ｌ

Ｐ
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使
用
で
き
て
当
然
の

よ
う
に
身
の
回
り
に
存
在
し
て
い
る
。ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
蛍
光
灯
が
点
灯
し
、テ
レ
ビ
番
組
を
観

る
こ
と
が
で
き
、エ
ア
コ
ン
が
冷
房
あ
る
い
は
暖
房

を
行
っ
て
く
れ
る
。も
ち
ろ
ん
、電
車
や
バ
ス
な
ど

の
交
通
機
関
を
機
能
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
必
要
で
あ
る
。生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図

り
、快
適
性
を
改
善
す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量（
需
要
量
）は
確
実
に
増
大
し
て
き
た
。 

　
日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量（
消
費
量
）の

変
化
を
図
１
に
示
す
。 

　
産
業
部
門
、民
生
・
家
庭
部
門
、運
輸
部
門
に

区
別
し
、全
体
に
つ
い
て
も
表
示
し
て
い
る
。エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
量
は
一
九
七
三
年
を
一
〇
〇
と
し
た

指
数
で
表
示
し
て
い
る
。こ
の
図
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
把
握
さ

れ
る
。分
野
別
に
み
る
と
、産
業
部
門
に
お
い
て
は

石
油
シ
ョッ
ク
以
降
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
進
み
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
が
、運
輸

部
門
や
民
生
・
家
庭
部
門
に
お
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
。一
方
、京
都
議
定
書 
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が
発
効
し
、二
酸
化

炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
温
暖
化
ガ
ス

の
排
出
削
減
に
係

る
目
標
の
必
達
が

不
可
避
と
な
り
、

よ
り
一
層
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
、温

暖
化
防
止
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、運
輸
部

門
や
民
生
・
家
庭

部
門
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
抑
制
し
、削
減

す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、家
庭
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
資
す
る
た
め
に
、平
成
一
七
年

度
か
ら
国
の
補
助
事
業
と
し
て「
定
置
用
燃
料
電
池
大

規
模
実
証
事
業
」が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
水
素
と
酸
素
を
反
応
さ
せ
電
気
と
水
を
発
生
さ
せ
る

燃
料
電
池
は
、小
容
量
で
も
高
い
発
電
効
率
、環
境
性
の

良
さ
な
ど
の
特
性
を
有
し
て
い
る
。本
事
業
は
、こ
の
燃

料
電
池
を
用
い
て
、家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構

築
し
、実
居
住
の
家
庭
に
設
置
し
て
運
転
評
価
を
行
い
、

燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
開
発
と
実
用

化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い
る
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
資
料（
※
１
）に
、固
体
高
分 

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
出
す
暮
ら
し
の
価
値 

Ⅱ 
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【図2】　燃料電池の種類 
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発電効率 

（　）GTコンバインド時 

燃
料
電
池
の
種
類
と
そ
の
特
徴 

固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン 

子
形
燃
料
電
池
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
や
環

境
負
荷
低
減
効
果
が

報
告
さ
れ
て
い
る
の
で

次
に
引
用
す
る
。 

　
平
成
一
七
年
度
第

一
期
に
設
置
さ
れ
た
一

七
五
サ
イ
ト
の
運
転

デ
ー
タ（
平
成
一
七
年

一
〇
月
か
ら
平
成
一

八
年
六
月
の
間
に
取

得
さ
れ
た
デ
ー
タ
）か
ら
、

月
ご
と
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率（
全
サ
イ
ト
平
均
値
）

は
、一
三
〜
一
九
％
、九
ヶ
月
の
平
均
削
減
率
は
、一
七
％

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、二
酸
化
炭
素
排
出
量（
対
火

力
発
電
）は
、設
置
前
に
比
較
し
て
二
七
％
削
減
さ
れ
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
換
算
す
る
と
燃
料
電
池
を
一
台

設
置
す
る
と
、一
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
森
林
を
作
る

こ
と
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
、と
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
報
で
は
、燃
料
電
池
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

共
に
、家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、そ
の
開
発
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

     

　
燃
料
電
池
は
、水
の
電
気
分
解
の
逆
過
程
で
発
電
で

き
、従
来
の
発
電
装
置
が
化
石
燃
料（
石
油
・
石
炭
・
天
然

ガ
ス
）の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
運
動
エ

ネ
ル
ギ
ー
そ
し
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
変
換
す
る
の
に
比

較
し
て
、燃
料
電
池
で
は
、化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
直
接
変
換
す
る
こ
と
か
ら
高
い
発
電
効
率
の

実
現
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
燃
料
電
池
は
、そ
の
電
解
質
の
種
類
、電
池
温
度
に
従
っ

て
図
２
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。 

　
こ
の
内
、リ
ン
酸
形
燃
料
電
池（
発
電
出
力
五
〇
〜
二

〇
〇
ｋＷ
）が
最
も
早
く
商
品
化
段
階
に
到
達
し
た
が
、コ

ス
ト
低
減
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
、エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト
が
低
減
さ
れ
、信
頼
性
・
耐
久
性
が
向
上

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、リ
ン
酸
形
燃
料
電
池
の
競
合
力

が
低
下
し
、市
場
へ
の
導
入
は
低
迷
し
て
い
る
。 

　
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
は
、高
い
発
電
効
率
が
実

現
で
き
る
が
高
温
で
の
部
材
の
耐
久
性
や
コ
ス
ト
が
課
題

で
あ
り
、数
十
ｋＷ
規
模
の
小
型
業
務
用
の
も
の
か
ら
、発

電
用（
Ｍ
Ｗ
級
）の
も
の
が
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
。ま
た
、

近
年
で
は
一
ｋＷ
級
の
家
庭
用
燃
料
電
池
に
つ
い
て
も
開
発

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、家
庭
用
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
用
途
開
発
も
進
展
し
て
い
る
。 

　
電
解
質
と
し
て
高
分
子
膜
を
用
い
る
固
体
高
分
子
形

燃
料
電
池
は
、 

①
電
池
の
動
作
温
度
が
六
〇
〜
八
〇
℃
と
低
く
起
動
・
停

止
が
比
較
的
容
易
で
あ
る 

②
電
極
の
三
次
元
構
造
に
よ
り
高
電
流
密
度
で
の
運
転

が
可
能
で
高
効
率
を
得
や
す
い 

③
主
要
材
料
が
高
分
子
膜
で
あ
り
、軽
量
で
、量
産
化
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
が
期
待
さ
れ
る 

　
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、自
動
車
用
と
し
て
開

発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、現
在
で
は
定
置
用（
家
庭
用
）の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
商
品
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

      

　
固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
は
、都
市
ガ
ス
な

ど
の
燃
料
を
水
素
に
変
換
す
る
燃
料
処
理
装
置（
改
質

シ
ス
テ
ム
）、そ
の
水
素
を
燃
料
と
し
て
発
電
す
る
燃
料

電
池
本
体（
セ
ル
ス
タ
ッ
ク
）、直
流
を
交
流
に
変
換
す
る

イ
ン
バ
ー
タ
、燃
料
処
理
装
置
や
セ
ル
ス
タ
ッ
ク
で
発
生
す

る
熱
を
回
収
し
て
温
水
を
製
造
す
る
排
熱
回
収
装
置

な
ど
か
ら
な
る
。 

　
そ
の
温
水
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
と
バッ
ク
ア
ッ
プ
給
湯
器

を
搭
載
し
た
排
熱
利
用
給
湯
暖
房
ユ
ニッ
ト
が
組
み
合
わ

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
構
成
さ
れ
、得
ら
れ
る
電
力
や
温
水
が
、

実
際
の
家
庭
の
電
力
需
要
や
給
湯
需
要
・
暖
房
需
要
な

ど
へ
利
用
さ
れ
る
。図
３
に
家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
図
を
示
す
。 

　
そ
し
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ

る
た
め
に
次
の
機
能
も
重
要
と
な
る
。 

①
余
剰
電
力
処
理
ヒ
ー
タ
の
活
用 : 

商
用
電
力
系
統
へ
の

逆
潮
流
は
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
経
済
的
に
は

フ
ィ
ジ
ブ
ル
で
は
な
い
の
で
余
剰
電
力
を
熱
に
変
換
す

る
こ
と
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
向
上
さ
せ
る
。 

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
搭
載 : 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、熱
余
り
状
態
に
お
い
て
も
燃
料
電
池
の
運
転

を
継
続
さ
せ
る
。 

③
排
熱
の
暖
房
利
用 : 

回
収
し
た
排
熱
を
給
湯
だ
け
で

な
く
、床
暖
房
な
ど
に
利
用
す
る
。 

　
ま
た
、顧
客
の
実
際
の
電
力
需
要
と
熱
需
要
は
季
節
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【図3】　家庭用燃料電池コージェネレーション 
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上
殿
　
紀
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（
う
え
ど
の
・
の
り
お
） 

CEL

お

わ

り

に

 

き
、従
来
の
発
電
装
置
が
化
石
燃
料（
石
油
・
石
炭
・
天
然

ガ
ス
）の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
運
動
エ

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
商
品
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

な
く
、床
暖
房
な
ど
に
利
用
す
る
。 

　
ま
た
、顧
客
の
実
際
の
電
力
需
要
と
熱
需
要
は
季
節

や
時
刻
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、機
器

の
耐
久
性
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
需
要
に

適
応
し
た
運
転
制
御
が
不
可
欠
と
な
る
。こ
の
運
転
制

御
シ
ス
テ
ム
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
シ
ー
ケ
ン
ス
か
ら

構
成
さ
れ
る
。 

①
当
該
住
戸
の
熱
需
要〈
給
湯
需
要
＋（
暖
房
需
要
）〉・

電
力
需
要
を
予
測
す
る
。 

②
運
転
方
法（
連
続
運
転
あ
る
い
は
起
動
停
止
運
転
）

を
判
別
す
る
。 

③
実
際
の
需
要
値
に
追
従
す
る
の
か
、あ
る
い
は
抑
制
を

か
け
て
燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
を
行
う
の
か
を
決
定

す
る
。 

④
最
後
に
、当
日
の
予
測
と
の
差
異
を
補
正
し
、行
う
べ

き
運
転
方
法
を
決
定
す
る
。 

　
実
際
に
は
、製
造
者
ご
と
に
燃
料
電
池
の
特
性（
発
電

効
率
・
排
熱
回
収
効
率･

起
動
時
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失･

待
機

時
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
な
ど
）が
異
な
る
の
で
、燃
料
電
池
ユ

ニッ
ト
と
排
熱
回
収
ユ
ニッ
ト
と
の
通
信
に
お
い
て
、そ
れ
ら

の
特
性
値
を
取
得
し
、最
適
制
御
に
よ
る
運
転
を
行
い
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
最
大
に
、環
境
へ
の
排
出
負
荷
を

最
小
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。実
際
の
家
庭
に
設

置
し
て
運
転
を
行
っ
た
デ
ー
タ
は
、前
述
の
通
り
で
あ
る
。 

     
　
実
証
事
業
の
運
転
結
果
な
ど
か
ら
実
用
に
近
づ
い
た

面
が
あ
る
一
方
、商
品
化
ま
で
に
は
ま
だ
課
題
が
多
く
、

セ
ル
ス
タ
ッ
ク
耐
久
性
の
確
立
、シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
向
上
、

低
コ
ス
ト
化（
材
料
コ
ス
ト
の
削
減
、部
品
点
数
の
削
減
、

製
造
工
程
の
簡
素
化
な
ど
）が
急
務
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

　
大
阪
ガ
ス
は
、エ
ン
ジ
ン
式
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン「
エ
コ
ウ
イ
ル
」に
つ
い
て
平
成
一
五
年
三
月
の
発
売
以

来
、平
成
一
八
年
一
一
月
末
ま
で
で
、三
万
台
以
上（
※
２
）

の
販
売（
契
約
）実
績
を
達
成
し
た
。こ
の
こ
と
は
、経
済

原
則
と
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
が
最
も
重
視
さ
れ
る

こ
の
時
代
に
お
い
て
、家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
商
品
が
、予
想
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し

て
、そ
の
潜
在
市
場
と
い
う
べ
き
も
の
が
大
き
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。 

　
燃
料
電
池
に
は
、 

①
高
効
率
で
あ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
大
き
い
。 

②
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
な
ど
環
境
負
荷
低
減

効
果
が
大
き
い
。 

④
電
源
の
分
散
化
が
図
れ
る
。 

⑤
多
様
な
原
料
か
ら
水
素
が
製
造
で
き
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
源
の
多
様
化
が
図
れ
る
。 

⑥
新
規
産
業
・
雇
用
の
創
出
や
産
業
競
争
力
の
強
化
が

図
れ
る
。 

　
な
ど
の
意
義
が
あ
る
。燃
料
電
池
が
実
用
化
さ
れ
れ

ば
、家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
製
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
整
い
、そ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
よ
り
、市
場
か
ら
の

期
待
が
さ
ら
な
る
勢
い
で
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。 

　
そ
し
て
、そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
機
器（
技
術
）

の
完
成
は
も
と
よ
り
、そ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
お
よ
び

経
済
効
果
な
ど
の
有
効
性
が
広
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
や

市
場
へ
浸
透
で
き
る
た
め
の
制
度
作
り
や
啓
蒙
活
動
な

ど
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。 

 （
※
１
）財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
「
わ
が
家
の
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
」
一
八
頁
、財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団（
二
〇
〇
六
） 

（
※
２
）ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞（
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
） 

 

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
出
す
暮
ら
し
の
価
値 

Ⅱ 
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